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研究会イベント等開催予定 

 

9 月 12 日 12:55~ 

 

 

 

 

 

 

9 月 20 日 14:00~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 26 日 15:10~ 

 

 

 

 

9 月 27 日 14:00~ 

 

 

 

 

 

11 月 1 日 9:00~ 

 

 

11 月 8 日 13:30~ 

 

 

日本ボンド磁性材料協会 技術例会 ＠アートホテル日暮里 

・珪素鋼板の部分非磁性改質技術の開発とロータへの応用 愛知製鋼 濱田典彦講師 

・フレキシブルフェライトシートを用いたインバータのノイズシールド技術 

 戸田工業 石橋晴貴講師 

・次世代パワエレ用受動素子への応用を目指した軟磁性ダストコアの開発 

東北大学大学院工学研究科 遠藤恭講師  他 ／ 講演終了後交流会 

 

産学連携と人材育成に関するシンポジウム @東京大学生産技術研究所&オンライン 

生産技術研究所 非鉄金属資源循環工学寄付研究部門（JX 金属寄付ユニット）主催 

・先端技術と人をつなぐデザイン、それを担う人材  東京大学  山中俊治講師 

・産学連携と人材育成の課題           東京大学 黒川晴講師 

・大学という場での新しい価値創造の在り方     東京大学 菅野智子講師 

・私の考える理想の技術開発のかたち              東京大学 大内隆成講師 

・日本版サーキュラーエコノミーの実現を目指した産学連携と人材育成  

早稲田大学 所千晴講師 

・Idea Seed Bank 活動の紹介           ＪＸ金属 山岡利至講師 

 

日本チタン協会 西日本支部夏季研修会 ＠尼崎商工会議所 

・チタン合金の最新切削加工技術のご紹介 住友電気工業 岡田吉生講師 

・新明和工業㈱ 航空機事業で使用するチタン製部品の紹介と今後 

新明和工業 田中克夫講師  他 ／ 17:10~ 交流会 

 

バッテリーメタルの現状と将来 ~第 112 回レアメタル研究会 

＠東京大学生産技術研究所&オンライン  18:00~ 交流会 

・レアアース、リチウム、ニッケルなどの現状と将来展望 豊田通商 守山武講師 

・バッテリーメタルの現状と将来 東京大学生産技術研究所 岡部徹講師 

・コバルトの現状と将来展望について 東京大学生産技術研究所所 黒川晴正講師   

 

第 4 回日本チタン学会 講演大会 ＠東北大学金属材料研究所講堂 

前日に見学会実施：10 月 31 日 15:00~ ＠次世代放射光施設（ナノテラス）   

 

日本希土類学会第 42 回講演会 ＠崎陽軒本店（横浜市） 

・生体分子の可視化プローブの開発とその応用 慶応義塾大学 花岡健二郎氏 

・層状ニッケル酸化物超伝導体における希土類元素の効果 鳥取大学 榊原寛史氏 

・レアアースの供給と課題 JOGMEC 長原正人氏 小田翔太氏 

Tachimoto
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レアアース・ダイジェスト 
２０２４年８月２９日 第１２０号 

発行者 桑原一夫 

レアアース、レアメタルを通して世界が見える～情報とオピニオン 

 

ライナス社 2024 年度財務報告~需要減速、価格軟調の環境下、積極投資で攻勢 

中国に次ぐレアアース生産者であるライナス・レアアース（本社：西オーストラリア・パース）は８月 28 日、

2024 年度通期（2023 年 7 月 1 日~2024 年 6 月 30 日）の財務報告書を発表した。 

以下に、Amanda Lacaze CEO のプレゼンから抜粋する。 

 

2024 年度は、中国国内の需要が年間を通じて低迷し、レアアース市場価格は軟調に推移した。そのよ

うな環境下、ライナスは 24 年度、積極的な攻勢をかけ、特に生産体制の拡充を図った。 

・第一に、マレーシアの粉砕・浸出プラントの操業継続を可能にする営業ライセンスを更新。 

 （ ⇒ これにより豪マウント・ウェルド鉱山からランタノイド精鉱を引き続き輸入・加工できる体制が整った。) 

・第二に、オーストラリアに新設したカルグーリーレアアース処理施設で最初の生産が達成された。 

 

24 年度、NdPr の生産量は 8%減少したが、ライナス・マレーシアで大規模な改修を行い、前年度に比

べ総コストを 17%削減した。このような効率化により、ライナスは総合レアアースメーカーとして競争

力あるコストポジションを得た。 

 効率化とコスト管理に注力した結果、24 会計年度の収益は 4 億 6,330 万ドル、税引き後純利益(NPAT)

は 8,450 万ドルとなった。  

ライナスは、分離希土の供給者として 10 年以上の実績を持つ。これは、市場価格の変動を乗り切る体

力を身につけてきたことを意味している。 

 市場価格の低迷による短期的な影響はあったものの、ライナスは市場とともに成長できるよう積極的

な投資を継続している。24 年度は、①豪カルグーリーレアアース処理施設の立ち上げ ②豪 Mt Weld 鉱

山拡張プロジェクト ③ライナス・マレーシアの生産体制強化および効率化に関連するプロジェクト等に

5 億 7,930 万ドルの投資を行った。 

 多額の設備投資プログラムにもかかわらず、ライナスは 5 億 2380 万ドルの現金残高で 24 会計年度を

終えた。長期債務は 1 億 3000 万米ドルに減少し、市場価格の低迷にもかかわらず、健全なバランスシー

トを維持している。 

 

 → 3 ページに続く 

（レアアース=希土類） 
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ライナス、２０２４年度財務報告~積極投資で攻勢 

 

中国 希土類生産枠 2024 年は抑制傾向 

 

中国アンチモン輸出規制~9 月 15 日から開始 

 

プロテリアル パワーエレクトロニクス事業を強化 

 

世界最大級 600 ㍉角のシリコン基板を開発 

 

南米のリチウム生産状況と将来の生産予測 

 

株価トピックス~東京市場、過去最大の下げ幅 

 

研究会イベント~9/27「バッテリーメタルの現状と将来」  

 

主要なレアメタルの動向 

 

参考価格表  

 

希土類関連年表 ~ 世界の動向 

 

希土類関連年表 ~ 中国の動向 
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